
◎必修科目　○選択科目

【履修モデルＡ：エリア・スタ
ディーズ・コース】
エリア研究を中心に
履修するモデル

【履修モデルＢ：コミュニ
ケーション・スタディーズ・

コース】
コミュニケーション研究を中
心に履修するモデル

【履修モデルＣ：グローバ
ル・スタディーズ・コース】
グローバル研究を中心に

履修するモデル

【履修モデルＤ：GSE】
左記の３つのうち選択した１
つのコースに加え、GSEプ
ログラムを履修するモデル

世界の特定の地域にかんす
る深い知識と理解をもとに、
自他の文化や社会の特徴と
多様性を考量する思考力・
判断力を有し、それを業務
に活かすことのできる人材。

さまざまな異文化間のコミュ
ニケーションの機能につい
て身につけた深い知識をも
とに、他者との円滑な相互
理解を実践する行動力を養
い、それを業務に活かすこ
とのできる人材。

SDGsにみられる世界共通
の諸課題について、その背
景と現状についての深い理
解をもとに、課題とその解決
策について主体的に考え、
他者に働きかける行動力を
有する人材。

左記の３つのうち選択した１
つのコースとともに、卒業要
件の半分を英語による授業
で取得するGSEプログラム
に参加することにより、高度
な言語運用能力を実践の場
で発揮することができる人
材。

文化の相違が持つ魅力をビ
ジネスとする分野における
企画立案や顧客への紹介、
案内や、異文化を背景とす
る人びとにかかわるコミュニ
ティーの業務に携わり、その
円滑な実践に貢献すること
をめざす。

接客業など、他者とのコミュ
ニケーションが不可欠な分
野、とくに異文化的な環境で
のそれにおいて、身につけ
た知識・技能を活かし、活躍
することをめざす。

国際機関、NGO、多国籍企
業などにおいて、グローバ
ルな課題に直接、間接的に
主体的に取り組み、活躍す
ることをめざす。

外国企業、外国人をカウン
ターパートナー、顧客とする
業務に携わり、選択したコー
ス、GSEプログラムでの学修
で得た能力を発揮することを
めざす。

基礎ゼミナール 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎
論理的思考・文章表現 1 1
ライフプランと自己実現 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎
課題解決ワークショップ 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎
データサイエンスとICTの基礎 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎
情報処理 2 1
情報の分析と活用A 2 1・2
情報の分析と活用B 2 1・2
英語コミュニケーションⅠ（Basic） 1 1
英語コミュニケーションⅠ（Intermediate） 1 1
英語コミュニケーションⅠ（High-Intermediate） 1 1
英語コミュニケーションⅠ（Advanced） 1 1
英語コミュニケーションⅡ（Basic） 1 1
英語コミュニケーションⅡ（Intermediate） 1 1
英語コミュニケーションⅡ（High-Intermediate） 1 1
英語コミュニケーションⅡ（Advanced） 1 1
英語コミュニケーションⅢ（Basic） 1 2
英語コミュニケーションⅢ（Intermediate） 1 2
英語コミュニケーションⅢ（High-Intermediate） 1 2
英語コミュニケーションⅢ（Advanced） 1 2
英語コミュニケーションⅣ（Basic） 1 2
英語コミュニケーションⅣ（Intermediate） 1 2
英語コミュニケーションⅣ（High-Intermediate） 1 2
英語コミュニケーションⅣ（Advanced） 1 2
英語コミュニケーションⅤ（High-Intermediate） 1 3
英語コミュニケーションⅤ（Advanced） 1 3
英語コミュニケーションⅥ（High-Intermediate） 1 3
英語コミュニケーションⅥ（Advanced） 1 3
TOEICⅠ（Basic） 2 1
TOEICⅠ（Intermediate） 2 1
TOEICⅠ（High-Intermediate） 2 1
TOEICⅠ（Advanced） 2 1
TOEICⅡ（Basic） 2 1
TOEICⅡ（Intermediate） 2 1
TOEICⅡ（High-Intermediate） 2 1
TOEICⅡ（Advanced） 2 1
TOEICⅢ（High-Intermediate） 2 2
TOEICⅢ（Advanced） 2 2
フランス語Ⅰ(入門) 2 1 〇 〇 〇 〇
フランス語Ⅱ(表現) 2 1 〇 〇 〇 〇
中国語Ⅰ(入門) 2 1 〇 〇 〇 〇
中国語Ⅱ(表現) 2 1 〇 〇 〇 〇
ドイツ語Ⅰ(入門) 2 1 〇 〇 〇 〇
ドイツ語Ⅱ(表現) 2 1 〇 〇 〇 〇
コリア語Ⅰ(入門) 2 1 〇 〇 〇 〇
コリア語Ⅱ(表現) 2 1 〇 〇 〇 〇
スペイン語Ⅰ(入門) 2 1 〇 〇 〇 〇
スペイン語Ⅱ(表現) 2 1 〇 〇 〇 〇
イタリア語 2 1 〇 〇 〇 〇
アラビア語 2 1 〇 〇 〇 〇
基礎日本語（留学生対象） 2 １・２ 〇 〇 〇 〇
応用日本語（留学生対象） 2 １・２ 〇 〇 〇 〇
日本の歴史を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
世界の歴史を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
人間と地理を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
文学をひらく 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
芸術をひらく 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
哲学とは何か 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
心理を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
自己開発A 2 1 〇 〇 〇 〇
自己開発B 2 1 〇 〇 〇 〇
法律を学ぶ（日本国憲法） 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
法律を学ぶ（概論） 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
政治を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
倫理学とは何か 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
国際関係を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
地域社会と家族を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
経済を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
社会を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
自然と地理を学ぶ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
数学への招待 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
生物学への招待 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
物理学への招待 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
化学への紹介 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
健康スポーツ実習A 1 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
健康スポーツ実習B 1 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
企業と社会の仕組み 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
マーケティング 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
女性の生き方と社会 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
現代社会の諸課題（経済・産業） 2 2・3・4 〇 〇 〇 〇
現代社会の諸課題（環境・科学） 2 2・3・4 〇 〇 〇 〇
現代社会の諸課題（文化・芸術） 2 2・3・4 〇 〇 〇 〇
現代社会の諸課題（生活・地域） 2 2・3・4 〇 〇 〇 〇
現代社会の諸課題（メディア・表現） 2 2・3・4 〇 〇 〇 〇
教養総合ワークショップ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
リーダーシップ開発演習Ⅰ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
リーダーシップ開発演習Ⅱ 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇

ワークショップファシリテーション 2 2・3・4 〇 〇 〇 〇

国際英語A(L&S)Ⅰ 1 1 〇 〇 〇 〇
国際英語A(L&S)Ⅱ 1 1 〇 〇 〇 〇
国際英語B(W&R)Ⅰ 1 1 〇 〇 〇 〇
国際英語B(W&R)Ⅱ 1 1 〇 〇 〇 〇
国際英語C(L&S)Ⅰ 1 2 〇 〇 〇 〇
国際英語C(L&S)Ⅱ 1 2 〇 〇 〇 〇

科目
区分

英語

情報リテラシー

自立・自活のための基
礎科目

リーダーシップ開発

共立女子大学国際学部　履修モデル

授業科目名 単位数
配当
年次

修得
単位数

14
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◎

〇

〇

〇
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働
と
リ
ー
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シ

ッ
プ

コ
ア

キャリアを想像するための教
養

身体と健康を管理するための教養

自然を理解するための
教養

社会を理解するための
教養

人間を理解するための
教養

初修外国語

〇 〇 〇

専
　
　
門
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

外
　
国
　
語
　
等
　
科
　
目

英語

28

〇 〇 〇

〇 〇 〇

◎ ◎◎

〇

◎

〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇〇

◎ ◎

〇 〇 〇

〇 〇 〇

1



◎必修科目　○選択科目

【履修モデルＡ：エリア・スタ
ディーズ・コース】
エリア研究を中心に
履修するモデル

【履修モデルＢ：コミュニ
ケーション・スタディーズ・

コース】
コミュニケーション研究を中
心に履修するモデル

【履修モデルＣ：グローバ
ル・スタディーズ・コース】
グローバル研究を中心に

履修するモデル

【履修モデルＤ：GSE】
左記の３つのうち選択した１
つのコースに加え、GSEプ
ログラムを履修するモデル

世界の特定の地域にかんす
る深い知識と理解をもとに、
自他の文化や社会の特徴と
多様性を考量する思考力・
判断力を有し、それを業務
に活かすことのできる人材。

さまざまな異文化間のコミュ
ニケーションの機能につい
て身につけた深い知識をも
とに、他者との円滑な相互
理解を実践する行動力を養
い、それを業務に活かすこ
とのできる人材。

SDGsにみられる世界共通
の諸課題について、その背
景と現状についての深い理
解をもとに、課題とその解決
策について主体的に考え、
他者に働きかける行動力を
有する人材。

左記の３つのうち選択した１
つのコースとともに、卒業要
件の半分を英語による授業
で取得するGSEプログラム
に参加することにより、高度
な言語運用能力を実践の場
で発揮することができる人
材。

文化の相違が持つ魅力をビ
ジネスとする分野における
企画立案や顧客への紹介、
案内や、異文化を背景とす
る人びとにかかわるコミュニ
ティーの業務に携わり、その
円滑な実践に貢献すること
をめざす。

接客業など、他者とのコミュ
ニケーションが不可欠な分
野、とくに異文化的な環境で
のそれにおいて、身につけ
た知識・技能を活かし、活躍
することをめざす。

国際機関、NGO、多国籍企
業などにおいて、グローバ
ルな課題に直接、間接的に
主体的に取り組み、活躍す
ることをめざす。

外国企業、外国人をカウン
ターパートナー、顧客とする
業務に携わり、選択したコー
ス、GSEプログラムでの学修
で得た能力を発揮することを
めざす。

科目
区分

授業科目名 単位数
配当
年次

修得
単位数

国際英語D(R)Ⅰ 1 2 〇 〇 〇 〇
国際英語D(R)Ⅱ 1 2 〇 〇 〇 〇
国際英語E(W)Ⅰ 1 2 〇 〇 〇 〇
国際英語E(W)Ⅱ 1 2 〇 〇 〇 〇
英語で読むエリアスタディーズA（アジア・オセアニア） 1 2 〇 〇 〇 〇
英語で読むエリアスタディーズB（ヨーロッパ・アメリカ） 1 2 〇 〇 〇 〇
英語で読むコミュニケーションスタディーズA(比較文化) 1 2 〇 〇 〇 〇
英語で読むコミュニケーションスタディーズB（言語と文化）1 2 〇 〇 〇 〇
英語で読むグローバルスタディーズA（国際関係） 1 2 〇 〇 〇 〇
英語で読むグローバルスタディーズB（国際協力） 1 2 〇 〇 〇 〇
国際英語F(P&D) 1 3 〇 〇 〇 〇
国際英語Ｇ(AR) 1 3 〇 〇 〇 〇
国際英語H(AR) 1 3 〇 〇 〇 〇
国際英語J(AW) 1 3 〇 〇 〇 〇
国際英語K(AW) 1 3 〇 〇 〇 〇
国際英語L(MS) 1 3 〇 〇 〇 〇
フランス語初級Ⅰ 1 1 〇 〇 〇 〇
フランス語初級Ⅱ 1 1 〇 〇 〇 〇
フランス語中級AⅠ 1 2 〇 〇 〇 〇
フランス語中級AⅡ 1 2 〇 〇 〇 〇
フランス語中級BⅠ 1 2 〇 〇 〇 〇
フランス語中級BⅡ 1 2 〇 〇 〇 〇
フランス語特別演習A（会話） 1 3 〇 〇 〇 〇
フランス語特別演習B（リスニング） 1 3 〇 〇 〇 〇
フランス語特別演習C（講読） 1 3 〇 〇 〇 〇
フランス語特別演習D（文法） 1 3 〇 〇 〇 〇
フランス語特別演習E（時事） 1 3 〇 〇 〇 〇
フランス語特別演習F（作文） 1 3 〇 〇 〇 〇
フランス語特別演習G（総合） 1 3 〇 〇 〇 〇
フランス語特別演習H（資格対策） 1 3 〇 〇 〇 〇
中国語初級Ⅰ 1 1 〇 〇 〇 〇
中国語初級Ⅱ 1 1 〇 〇 〇 〇
中国語中級AⅠ 1 2 〇 〇 〇 〇
中国語中級AⅡ 1 2 〇 〇 〇 〇
中国語中級BⅠ 1 2 〇 〇 〇 〇
中国語中級BⅡ 1 2 〇 〇 〇 〇
中国語特別演習A（会話） 1 3 〇 〇 〇 〇
中国語特別演習B（リスニング） 1 3 〇 〇 〇 〇
中国語特別演習C（講読） 1 3 〇 〇 〇 〇
中国語特別演習D（文法） 1 3 〇 〇 〇 〇
中国語特別演習E（時事） 1 3 〇 〇 〇 〇
中国語特別演習F（作文） 1 3 〇 〇 〇 〇
中国語特別演習G（総合） 1 3 〇 〇 〇 〇
中国語特別演習H（資格対策） 1 3 〇 〇 〇 〇
ドイツ語初級Ⅰ 1 1 〇 〇 〇 〇
ドイツ語初級Ⅱ 1 1 〇 〇 〇 〇
ドイツ語中級Ⅰ 1 2 〇 〇 〇 〇
ドイツ語中級Ⅱ 1 2 〇 〇 〇 〇
イタリア語初級Ⅰ 1 1 〇 〇 〇 〇
イタリア語初級Ⅱ 1 1 〇 〇 〇 〇
イタリア語中級Ⅰ 1 2 〇 〇 〇 〇
イタリア語中級Ⅱ 1 2 〇 〇 〇 〇
日本事情(留学生対象) 2 1 〇 〇 〇 〇
日本語A1(文章表現・留学生対象) 1 2 〇 〇 〇 〇
日本語A2(口頭表現・留学生対象) 1 2 〇 〇 〇 〇
日本語B1(ビジネスマナーと言語表現・留学生対象) 1 2 〇 〇 〇 〇
日本語B2(ビジネスコミュニケーション・留学生対象) 1 2 〇 〇 〇 〇
日本語学概論A（言語的特徴） 2 2 〇 〇 〇 〇
日本語学概論B（仕組みと表現） 2 2 〇 〇 〇 〇
日本語学各論A(文字・表記) 2 2 〇 〇 〇 〇
日本語学各論B(音声・音韻） 2 2 〇 〇 〇 〇
日本語学各論C(文法） 2 3 〇 〇 〇 〇
日本語学各論D(日本語史) 2 3 〇 〇 〇 〇

国際学入門 国際学入門 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎
地域研究入門A（地域と国際文化） 2 1 ○
地域研究入門B（地域情報分析） 2 1 ○
地域と歴史入門A（日本史） 2 1 ○
地域と歴史入門B（世界史） 2 1 ○
Introduction to Area Studies 2 1 ○
コミュニケーション論入門A（世界の英語） 2 1 ○
コミュニケーション論入門B（ジェンダー） 2 1 ○
国際コミュニケーション論入門A（異文化コミュニケー
ション）

2 1 ○

国際コミュニケーション論入門B（言語と人間） 2 1 ○
Introduction to Communication Studies 2 1 ○
比較文化入門A（社会生活） 2 1 ○
比較文化入門B（表象） 2 1 ○
国際関係入門A（国際秩序） 2 1 ○
国際関係入門B（対外政策分析） 2 1 ○
Introduction to Global Studies 2 1 ○
経済分析入門A（ミクロ経済学入門） 2 1 ○
経済分析入門B（マクロ経済学入門） 2 1 ○
ジェンダー論A（表象） 2 1 〇 〇 〇
ジェンダー論B（法律・経済と労働） 2 1 〇 〇 〇
ジェンダー論C（セクシュアリティ） 2 1 〇 〇 〇
ジェンダー論D（地域と階層） 2 1 〇 〇 〇
Introduction to GSE Communication Skills 2 1 〇
Topics in GSE Communication Skills 2 1 〇
GSE Introductory Research Seminar 2 1後 ◎

国際事情 国際事情/フィールドワーク 2 1・2・3・4 〇 〇 〇 〇
現代世界の地誌A(日本・中国） 2 2 ○
現代世界の地誌B(ヨーロッパ) 2 2 ○
現代世界の地誌C(アメリカ) 2 2 ○
現代社会と文学A（日本） 2 2 ○
現代社会と文学B（外国） 2 2 ○
現代社会と芸術A（歴史） 2 2 ○
現代社会と芸術B（ジェンダー） 2 2 ○
国際関係史A（総論） 2 2 ○

専
門
基
礎
科
目

国
際
学
総
合

（エリア）

24

（コミュニケー
ション）

（グローバル）

14
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国
際
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（エリア）

（コミュニケー
ション）

(グローバル)

ジェンダー

GSE
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幹
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◎必修科目　○選択科目

【履修モデルＡ：エリア・スタ
ディーズ・コース】
エリア研究を中心に
履修するモデル

【履修モデルＢ：コミュニ
ケーション・スタディーズ・

コース】
コミュニケーション研究を中
心に履修するモデル

【履修モデルＣ：グローバ
ル・スタディーズ・コース】
グローバル研究を中心に

履修するモデル

【履修モデルＤ：GSE】
左記の３つのうち選択した１
つのコースに加え、GSEプ
ログラムを履修するモデル

世界の特定の地域にかんす
る深い知識と理解をもとに、
自他の文化や社会の特徴と
多様性を考量する思考力・
判断力を有し、それを業務
に活かすことのできる人材。

さまざまな異文化間のコミュ
ニケーションの機能につい
て身につけた深い知識をも
とに、他者との円滑な相互
理解を実践する行動力を養
い、それを業務に活かすこ
とのできる人材。

SDGsにみられる世界共通
の諸課題について、その背
景と現状についての深い理
解をもとに、課題とその解決
策について主体的に考え、
他者に働きかける行動力を
有する人材。

左記の３つのうち選択した１
つのコースとともに、卒業要
件の半分を英語による授業
で取得するGSEプログラム
に参加することにより、高度
な言語運用能力を実践の場
で発揮することができる人
材。

文化の相違が持つ魅力をビ
ジネスとする分野における
企画立案や顧客への紹介、
案内や、異文化を背景とす
る人びとにかかわるコミュニ
ティーの業務に携わり、その
円滑な実践に貢献すること
をめざす。

接客業など、他者とのコミュ
ニケーションが不可欠な分
野、とくに異文化的な環境で
のそれにおいて、身につけ
た知識・技能を活かし、活躍
することをめざす。

国際機関、NGO、多国籍企
業などにおいて、グローバ
ルな課題に直接、間接的に
主体的に取り組み、活躍す
ることをめざす。

外国企業、外国人をカウン
ターパートナー、顧客とする
業務に携わり、選択したコー
ス、GSEプログラムでの学修
で得た能力を発揮することを
めざす。

科目
区分

授業科目名 単位数
配当
年次

修得
単位数

国際関係史B（各論） 2 2 ○
社会情報分析の基礎 2 2 ○
政治分析の基礎 2 2 ○
グローバル経済論A（総論） 2 2 ○
グローバル経済論B（各論） 2 2 ○
日本の社会A（近代社会の形成） 2 2 〇
日本の社会B（女性） 2 2 〇
日本の歴史A（前近代） 2 2 〇
日本の歴史B（近現代） 2 2 〇
中国の社会A（中華人民共和国の社会） 2 2 〇
中国の社会B（社会の多層性） 2 2 〇
中国の歴史A（古代） 2 2 〇
中国の歴史B（明清代） 2 2 〇
ヨーロッパの社会A（多文化社会） 2 2 〇
ヨーロッパの社会B（社会空間） 2 2 〇
ヨーロッパの歴史A（前近代） 2 2 〇
ヨーロッパの歴史B（近現代） 2 2 〇
アメリカの社会A（多文化社会） 2 2 〇
アメリカの社会B（人の移動） 2 2 〇
アメリカの社会C（政治と社会） 2 2 〇
アメリカの歴史A（近代） 2 2 〇
アメリカの歴史B（現代） 2 2 〇
Foundations of Japanese Studies 2 2 〇 〇
Topics in Japanese Studies 2 2 〇 〇
Foundations of American Studies 2 2 〇 〇
Foundations of British Studies 2 2 〇 〇
コミュニケーション論A(日本) 2 2 〇
コミュニケーション論B(中国) 2 2 〇
コミュニケーション論C(ヨーロッパ) 2 2 〇
コミュニケーション論D(アメリカ) 2 2 〇
英語学概論 2 2 〇
社会言語学 2 2 〇
対照言語学 2 2 〇
第2言語習得論 2 2 〇
現代社会と思想・宗教A（哲学） 2 2 〇
現代社会と思想・宗教B（倫理学） 2 2 〇
日本の文学 2 2 〇
中国の文学 2 2 〇
英語圏の文学 2 2 〇
ヨーロッパ大陸の文学 2 2 〇
アメリカの文学 2 2 〇
映像文化論 2 2 〇
Diversity, Inclusion, and Leadership 2 2 〇 〇
Comparative Culture 2 2 〇 〇
Foundations of International Business
Communication

2 2 〇 〇
Topics in International Business Communication 2 2 〇 〇
International Exchange 2 2 〇 〇
ヨーロッパの国際関係A（外交史） 2 2 〇
ヨーロッパの国際関係B（欧州統合論） 2 2 〇
アメリカと世界A（総論） 2 2 〇
アメリカと世界B（各論） 2 2 〇
国際法A（総論） 2 2 〇
国際法B（各論） 2 2 〇
国際組織論 2 2 〇
地域経済論 2 2 〇
ミクロ経済学A（完全競争の理論） 2 2 〇
ミクロ経済学B（不完全競争の理論） 2 2 〇
マクロ経済学 2 2 〇
統計データ分析手法 2 2 〇
国際協力論 2 2 〇
国際協力とNPO 2 2 〇
社会開発論 2 2 〇
政治学 2 2 〇
平和学 2 2 〇
Foundations of Global Issues 2 2 〇 〇
Topics in Global Issues 2 2 〇 〇
Sustainbable Development 2 2 〇 〇
Global Leadership 2 2 〇 〇
国際基礎演習A 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎
国際基礎演習B 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎
GSE Intermediate Research Seminar 2 2前 ◎
国際特論A（エリア） 2 3 ◎
国際特論B（コミュニケーション） 2 3 ◎
国際特論C（グローバル） 2 3 ◎
日本の政治経済 2 3 〇
中国の政治経済 2 3 〇
アジア地域論A(東アジア) 2 3 〇
アジア地域論B(東南アジア) 2 3 〇
アジア地域論C(南・西アジア) 2 3 〇

ヨーロッパの政治経済 2 3 〇

ヨーロッパ地域論A(イギリス) 2 3 〇
ヨーロッパ地域論B(フランス) 2 3 〇
ヨーロッパ地域論C(ドイツ・中欧) 2 3 〇
ヨーロッパ地域論D(地中海) 2 3 〇
ヨーロッパ地域論E(東欧・北欧) 2 3 〇
アメリカの政治経済 2 3 〇
アメリカ地域論A(北米) 2 3 〇
アメリカ地域論B(中南米) 2 3 〇
Topics in American Studies 2 3 〇 〇
Topics in British Studies 2 3 〇 〇
コミュニケーション論E(通訳・翻訳) 2 3 〇
コミュニケーション論F(メディアと情報) 2 3 〇
コミュニケーション論G(言語コミュニケーション) 2 3 〇
世界の現代思想A(日本) 2 3 〇
世界の現代思想B(中国) 2 3 〇
世界の現代思想C(ヨーロッパ) 2 3 〇
世界の現代思想D(アメリカ) 2 3 〇
比較文化論A(アジア) 2 3 〇

（国際関係・
国際法）

（経済事情・
経済学）

（国際協力・
国際公共政

策）

（GSE)

演習・ゼミナール
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門
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展
科
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◎必修科目　○選択科目

【履修モデルＡ：エリア・スタ
ディーズ・コース】
エリア研究を中心に
履修するモデル

【履修モデルＢ：コミュニ
ケーション・スタディーズ・

コース】
コミュニケーション研究を中
心に履修するモデル

【履修モデルＣ：グローバ
ル・スタディーズ・コース】
グローバル研究を中心に

履修するモデル

【履修モデルＤ：GSE】
左記の３つのうち選択した１
つのコースに加え、GSEプ
ログラムを履修するモデル

世界の特定の地域にかんす
る深い知識と理解をもとに、
自他の文化や社会の特徴と
多様性を考量する思考力・
判断力を有し、それを業務
に活かすことのできる人材。

さまざまな異文化間のコミュ
ニケーションの機能につい
て身につけた深い知識をも
とに、他者との円滑な相互
理解を実践する行動力を養
い、それを業務に活かすこ
とのできる人材。

SDGsにみられる世界共通
の諸課題について、その背
景と現状についての深い理
解をもとに、課題とその解決
策について主体的に考え、
他者に働きかける行動力を
有する人材。

左記の３つのうち選択した１
つのコースとともに、卒業要
件の半分を英語による授業
で取得するGSEプログラム
に参加することにより、高度
な言語運用能力を実践の場
で発揮することができる人
材。

文化の相違が持つ魅力をビ
ジネスとする分野における
企画立案や顧客への紹介、
案内や、異文化を背景とす
る人びとにかかわるコミュニ
ティーの業務に携わり、その
円滑な実践に貢献すること
をめざす。

接客業など、他者とのコミュ
ニケーションが不可欠な分
野、とくに異文化的な環境で
のそれにおいて、身につけ
た知識・技能を活かし、活躍
することをめざす。

国際機関、NGO、多国籍企
業などにおいて、グローバ
ルな課題に直接、間接的に
主体的に取り組み、活躍す
ることをめざす。

外国企業、外国人をカウン
ターパートナー、顧客とする
業務に携わり、選択したコー
ス、GSEプログラムでの学修
で得た能力を発揮することを
めざす。

科目
区分

授業科目名 単位数
配当
年次

修得
単位数

比較文化論B(ヨーロッパ) 2 3 〇
比較文化論C(アメリカ) 2 3 〇
表象文化論A(日本) 2 3 〇
表象文化論B(中国) 2 3 〇
表象文化論C(ヨーロッパ) 2 3 〇
表象文化論D(アメリカ) 2 3 〇

（GSE) Comparative Writings on Japan 2 3 〇 〇
アジア太平洋の国際関係A（総論） 2 3 〇
アジア太平洋の国際関係B（各論） 2 3 〇
イスラムと世界A（近代） 2 3 〇
イスラムと世界B（現代） 2 3 〇
国際人権論 2 3 〇
紛争解決論 2 3 〇
国際経済学A（国際金融論） 2 3 〇
国際経済学B（国際貿易論） 2 3 〇
開発経済学A（総論） 2 3 〇
開発経済学B（各論） 2 3 〇
地球環境論 2 3 〇
国際環境協力論 2 3 〇
平和構築論A（理論） 2 3 〇
平和構築論B（実践） 2 3 〇
国際文化交流論 2 3 〇
国際文化財保護論 2 3 〇
International Relations 2 3 〇 〇
Global Business 2 3 〇 〇
国際専門演習 4 3 ◎ ◎ ◎ ◎
国際卒研演習 2 4 ◎ ◎ ◎ ◎
卒業研究 6 4 ◎ ◎ ◎ ◎

38 38 38 38
40 40 40 40
38 38 38 38
8 8 8 8

124 124 124 124
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（国際関係・
国際法）

（経済事情・
経済学）

（国際協力・
国際公共政

策）

（GSE)

演習・ゼミナール

修得単位数

1年次　単位数
2年次　単位数
3年次　単位数
4年次　単位数
合計単位数
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